
課題番号 ：F-16-GA-0011 

利用形態 ：機器利用 

利用課題名（日本語） ：マイクロ流路を用いた細胞計測 

Program Title (English) ：Cell measurement using micro flow channel 

利用者名（日本語） ：中野大介 

Username (English) ：D. Nakano 

所属名（日本語） ：香川大学医学部 

Affiliation (English) ：Kagawa University, Faculty of Medicine 

    

１．概要（Summary） 

 細胞固定・薬剤刺激を目的としたマイクロ流体デバ

イスの作製に取り組んだ。マスクレス露光装置により

流路パターンを形成し、PDMSモールディングにより

マイクロ流路を作製した。形状評価のため走査型電子

顕微鏡を用いた。結果、良好に作製されていることを

確認した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

マスクレス露光装置（大日本科研社製, MX-1204）、走

査 電 子 顕 微 鏡 （ EDS 付 き ） （ JEOL 社 製 , 

JSM-6060-EDS） 

【実験方法】 

マスクレス露光装置を用いて、クロムマスクブランクに流

路パターンを作製し、マスクとして用いた。流路は本マスク

を用いて、シリコン基板上に SU-8 3050 の UVパターニ

ングを行い、鋳型を形成した。得られた型に PDMS を流

し込み硬化、剥離させることで、PDMS 流路を作製した。

また、形状評価のため型および流路を走査電子顕微鏡で

観察した。作製した2層の流路はガラス基板に接合するこ

とで最終的にデバイスが完成された。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

露光装置を用いて作製した流路パターンのマスクは設

計通り作製されており、電子顕微鏡による観察の結果、流

路型・流路ともに良好に作製されていることを確認した

（Fig.1）。 

培養細胞株を用いて、本デバイスの機能を確認したと

ころ、細胞が捕捉されている様子が観察された。また、流

路内部での細胞培養を行ったところ、長時間の培養が可

能であり、本マイクロ流体デバイスが正常に機能している

ことが確かめられた。 

 

 

Fig.1 Trapped cells in the microfluidic device 
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